
2018年３月23日  

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：山口 文洋）が企画・
運営する講座・レッスンの資料請求・予約サイト『ケイコとマナブ.net 』は、学び事・習い事事情を把握するため、
全国の働く男女を対象に「人気おケイコランキング」調査を実施しています。今回はその結果をもとに年齢帯別
（20～34歳、35～49歳、50～69歳）に比較した調査結果がまとまりましたので、その概要をご報告いたします。 
なお、結果は『ケイマナニュース！』でも紹介しています。http://www.keikotomanabu.net/news/ 

結果の要約 
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【本件に関するお問い合わせ先】  

https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/ 

 ～学んだ手段は？かけたお金は？予算感は？～ 
学び事・習い事の実態調査 

 
●「学び事・習い事」の手段は、男女・各年齢帯とも「スクール・教室に通学」 
●趣味目的の習い事にかける金額は、男性の方が高めになる傾向 
●仕事や資格取得目的の講座が多い「一括払い」で支払った金額は、35～49歳が最も高い 

◇学んだ手段、学んだ頻度 ～年齢帯別比較～ ・・・P.3～4 

●「学び事・習い事」に用いる手段は男女ともに「スクール・教室に通学」 
●（書籍・問題集・DVDなどを購入しての）独学、通信講座、スマホ・PCを用いた学習 
 （動画視聴・オンライン教授）は男性の方が利用率が高い 
● 通学の場合、学んだ頻度は男性の方が高くなる傾向 
学び事・習い事に用いる手段は、女性は40~49%、男性は32~36%と「スクール・教室への通学」
を利用した人が圧倒的に多かった。他に女性では「ジム、フィットネスクラブ」、50～69歳女性で
「カルチャーセンター」といった手段も利用されており、学習においてリアルの場の価値を高く評
価するカスタマーが多いことがうかがえる。 
一方、独学、通信講座、スマホ・PCを用いた学習といった、自宅や通勤時間を活用した学習につい
ては女性よりも男性の方が利用率が高い結果となった。 
また、通学を選んだ場合の学ぶ頻度についてみると、女性よりも男性の方が週２回以上と答える比
率が高く、男性のほうがいったん通学すると決めたら根を詰めて学ぶコースを選択する傾向にある。 

◇支払方法・支払金額、学びの予算 ～年齢帯別比較～ 

●支払方法は男性で「一括払い」が多く、女性で「月謝制」が多い 
●「一括払い」では男女とも35～49歳の支払金額が最も高い 
●趣味目的の予算は年齢帯であまり差がみられないが、仕事・資格の目的でかける金額は、 
 男女ともに35～49歳の層が高くなる 

支払方法は一般的に、仕事・資格取得目的の学び事・習い事の場合一括払いのケースが多く、趣味
目的の場合は月謝制の比率が高くなるが、調査結果はそれを反映した結果となった。 
月謝制や趣味目的では実際に支払った金額もかけられる金額も、年齢帯による差はあまりない。 
一方仕事・資格取得目的の場合、長期・高額の講座を選ぶ可能性の高い35～49歳の金額が高め。こ
の年齢帯で「長く働き続けるためには本格的な準備が必要」と考える人が多いのではと考えられる。 

・・・P.5～7 

https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/
https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/
https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/


女性 男性

20～34歳 35～49歳 50～69歳 20～34歳 35～49歳 50～69歳

北海道・東北 10.2% 10.6% 12.8% 10.2% 10.2% 12.3%

関東 36.3% 35.9% 31.9% 37.3% 37.3% 33.6%

中部 17.4% 17.8% 18.0% 18.0% 18.3% 18.1%

関西 16.8% 16.8% 16.1% 15.8% 16.0% 15.4%

中国・四国 8.1% 8.3% 9.1% 8.1% 8.1% 8.9%

九州・沖縄 11.2% 10.6% 12.2% 10.6% 10.0% 11.6%

女性 男性

20～34歳 35～49歳 50～69歳 20～34歳 35～49歳 50～69歳

会社員、契約・派遣社員 72.8% 62.2% 41.8% 80.9% 80.6% 68.1%

公務員・団体職員 6.4% 2.5% 3.7% 9.3% 6.0% 13.9%

自営・フリーランス 3.9% 8.5% 13.3% 3.3% 10.2% 15.5%

アルバイト・パート 17.0% 26.8% 41.2% 6.6% 3.1% 2.5%

女性 男性

20～34歳 518 518

35～49歳 518 518

50～69歳 517 518
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調査概要と回答者プロフィール 

【ケイコとマナブ 学び事・習い事実態調査 調査概要】 

 

 調査目的： 20～34歳、35～49歳、50～69歳それぞれの学び事・習い事の実態を把握するとともに、 

 今後の意向を確認する 

 調査対象者：全国20～69歳の働く男女  

 （株式会社マクロミルのモニターに実施した前掲「実施率調査」において、 

  学び事・習い事を「1年以内にしたことがある」と回答した者に対して実施） 

 調査方法： インターネットアンケート調査 

 調査期間： 2017年12月25日(月)～2017年12月27日(水) 

 回収数：  

 あらかじめ設定した下記の６ブロックの地域から、平成22年国勢調査の人口比率で男女／年齢帯別に回収 
・北海道・東北地方（北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県） 
・関東地方    （東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬県）  
・中部地方    （愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県） 
・関西地方    （大阪府、京都府、奈良県、兵庫県、滋賀県、和歌山県）  
・中国・四国地方 （岡山県、広島県、鳥取県、島根県、山口県、香川県、愛媛県、高知県、徳島県）  
・九州・沖縄地方 （福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）  

◆ 雇用形態 

◆ 居住地  

【回答者プロフィール】 

※小数点2位で四捨五入しているため、一部合計が100％にならない項目があります。 



男 性 
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年齢帯別比較 学んだ手段 

学び事・習い事を実施する際の 
学んだ手段の中心は男女ともに「スクール・教室・セミナーへの通学」。 
特に女性の35~49歳では半数近くを占めた。 
一方、独学、通信講座、スマホ・ＰＣを利用した学習や 
大学・大学院を利用した学習では、男性の利用率が高い。 

学ぶ際に利用した手段では、男女ともにスクール・教室・セミナーへの通学を選んでいる人が多く、特に女

性の20～34歳、35歳～49歳では高くなっている。また、「ジム、フィットネスクラブ」については全年齢

帯の女性、「カルチャーセンター・市民講座・公民館」については50～69歳の女性の利用度が高い。これら

の学習形式の利用度の高さからは、学習におけるリアルの場の価値を高く評価するカスタマーの多さがうか

がえる。 

 

また独学、通信講座、スマホ・ＰＣを利用した学習といった自宅や通勤時の時間を利用した学習や、 

大学・大学院を利用した学習については、女性よりも男性の方が利用率が高い結果となった。 

男 女 

全体 女性 回答率（％） 男性　回答率（％）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

スクール・教室・セミナーへの通学 39.2 43.2 48.6 39.8 35.1 36.1 32.2

書籍・問題集・DVDなどを購入しての独学 17.7 18.1 13.5 9.5 24.3 19.7 20.8

ジム、フィットネスクラブ 16.6 21.6 18.0 22.1 13.5 11.2 13.5

通信講座・通信制大学 14.1 15.8 11.8 7.4 15.4 17.4 16.6

個人やサークルによる勉強会・読書会・講習会 12.0 8.9 12.5 18.4 10.6 9.3 12.2

カルチャーセンター・市民講座・公民館 10.4 8.9 14.1 19.1 7.3 6.0 6.9

スマホ・PCでの動画視聴 10.4 8.3 8.3 5.4 12.7 14.5 13.3

スマホ・PCでのオンライン教授 5.9 5.4 5.2 2.3 6.4 7.9 8.1

その他インターネット 5.6 3.9 3.3 3.1 7.3 7.5 8.5

テレビ 5.6 4.8 3.3 3.3 7.7 6.6 8.1

スマートフォンやタブレット端末のアプリ 5.0 4.1 4.6 1.9 6.9 6.9 5.6

ラジオ 3.5 2.1 2.5 2.5 3.3 5.0 5.4

専門学校・職業訓練校 3.3 4.4 1.7 0.8 6.9 3.9 2.3

自宅・職場などへの講師派遣 3.1 3.1 1.7 3.1 4.8 4.2 1.7

大学・大学院（履修証明プログラム・単科受講を含む） 3.0 2.7 2.3 1.4 5.6 2.7 3.3

大学の公開講座 2.3 1.2 1.9 1.7 4.2 2.7 2.3

海外への留学 1.9 3.1 1.0 1.4 3.3 1.4 1.2

その他 2.9 2.3 1.4 4.6 1.9 3.3 3.7

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

3107 518 518 517 518 518 518

全体回答

数（人）

■学んだ手段（複数回答） 



男 性 

女性　回答率（％） 男性　回答率（％）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

週４回以上 6.4 2.3 5.8 4.2 3.7 7.3

週３回程度 5.0 5.4 6.0 4.4 4.8 4.8

週２回程度 11.8 12.9 14.1 15.8 15.4 15.8

週１回程度 31.5 35.7 30.9 33.8 30.7 25.7

週１回未満 26.4 30.5 32.7 18.7 16.6 19.1

通っていない（通信講座、自宅学習等） 18.9 13.1 10.4 23.0 28.8 27.2
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年齢帯別比較 学んだ頻度 

■学んだ頻度（単一回答） 

男 女 

女性 

男性 

男性の方が自宅学習の比率は高いが、一方で週二回以上通学実施している 
比率も高く、通うと決めたら高い頻度で通学する傾向。 
また男女ともに週二回以上の通学頻度はシニア層が最も高い。 

学んだ頻度については、男性の方が「通信講座、自宅学習のみ」を選んだ比率が高い。 

一方で、通学実施の場合に限ってみると、男性のほうが週二回以上と答えている比率が高い。 

仕事のために学ぶことが多い男性の方が、通学すると決めたら根を詰めて学ぶコースを選んでいるのではな

いかと考えられる。また男女ともに週二回以上の通学頻度は時間・費用に余裕のあるシニア層が最も高い結

果となった。 

※定期的に行う習い事や学習、１回完結レッスン、短期集中講座、通信教育を含む。 
 

■通学実施の場合の学んだ頻度（単一回答） 

※定期的に行う習い事や学習、１回完結レッスン、短期集中講座を含む。 
 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

518 518 517 518 518 518

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

420 450 463 399 369 377

（N=1,333) 

（N=1,145) 

（女性N=1,553) （男性N=1,554) 



男 性 

女性（％） 男性（％）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

一括払い 37.6 35.1 25.0 53.3 51.5 45.4

分割払い 7.3 4.4 5.0 3.9 4.4 3.9

月謝制 34.2 39.8 44.5 21.0 22.0 25.7

チケット制・都度払い 8.3 11.6 13.0 1.9 2.5 3.5

その他の支払方法 2.3 2.7 4.8 4.1 6.0 4.8

金額はかかっていない 10.2 6.4 7.7 15.8 13.5 16.8
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年齢帯別比較 支払方法 

男性はおよそ半数が一括払いを選択し、支払方法の中で最も高い。 
女性は月謝制の講座を選ぶ比率が高く、 
なかでもシニア女性で月謝制の比率が高くなる傾向。 

学んだ際に利用した支払方法では、女性の方が月謝制の講座を選ぶ比率が高く、男性の方が比較的一括払い

の講座を選ぶ比率が高い。女性の方が、月謝制であることが多い趣味系の習い事を実施している比率が高い

ためと考えられる。 

男 女 

■学んだ際に利用した支払方法（単一回答） 

女性 

男性 

■有償の場合の支払方法（単一回答） 

※定期的に行う習い事や学習、１回完結レッスン、短期集中講座、通信教育を含む。 
 

※定期的に行う習い事や学習、１回完結レッスン、短期集中講座、通信教育を含む。 
 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

465 485 477 436 448 431

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

518 518 517 518 518 518

（女性N=1,553) （男性N=1,554) 

（N=1,427) 

（N=1,315) 



男 性 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

177 206 230 109 113 133

「月謝制」で月当たりにかけた金額は、男性の20~34歳・50~69歳で男性が高く
なる。一方、「一括払い」では女性の50~69歳で大きく下がる。 
男女とも「一括払い」で最もかけた金額が大きいのはミドル層となった。 
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年齢帯別比較 かけた金額 男 女 

■学び事・習い事にかけた金額（月謝制で払っている人／一括払いをした人） 

実際にかけた金額の平均値は、月謝制では20~34歳で特に男性が高くなる結果となった。 

一方、一括払いで支払った総額では、女性では35~49歳で高くなるが、50~69歳で大きく下がる。 

男性では大きな差は見られないが、やはりミドル層は高めになっている。 

一括払いではキャリアチェンジを目的とした長期・高額講座が多い傾向にあるため、仕事に活かそうという

意欲的な人が平均金額を高くしている要因ではと考えられる。 

※定期的に行う習い事や学習、１回完結レッスン、短期集中講座、通信教育を含む。 

一括払い 総額（平均）（単位 円） 

月謝制 月当たりにかけた金額（平均）（単位 円） 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

193 181 129 275 266 235



男 性 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

気軽に始められる金額 508 505 495 497 503 482

始めるかどうかしっかり考えて決める金額 505 507 497 497 500 484
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年齢帯別比較 学び事・習い事の予算 

趣味目的の習い事への予算額は、全般的に女性よりも男性の方が高め。 
「気軽に始められる金額」では年齢帯による差はあまり見られない。 
仕事や資格取得の目的での「気軽に始められる金額」は、 
女性では年齢帯が若いほど高くなるが、男性では20～34歳で低くなる傾向にある。 

学び事・習い事にかけられる金額・予算感について調べるため、「気軽に始められる金額」「始めるかどう

かしっかり考えて決める金額」（※以下「考えて決める金額」）に分けて聞いた。 

趣味目的の習い事ではミドル層の「考えて決める金額」を除き、全般的に男性の方が高くなる傾向。年齢帯

による差はあまり見られないが、女性の「考えて決める金額」では、35～49歳でいったん上がり、50~69歳

で下がる結果に。男性の「考えて決める金額」では逆に35~49歳で下がり、50歳以上ではまた上昇する。 

また、仕事・資格取得の目的の場合、男女ともに35~49歳のミドル層で「考えて決める金額」が最大となっ

た。ビジネススクール・ＭＢＡ実施者や医療系専門職講座を実施した人が高い金額を記載しており、それが

平均値を押し上げている。 

長く活躍し続けることを目的に本格的な学びを実施した人ではないかと推察される。 

男 女 

※平均値を算出する際に異常値・無回答を除いているため、質問によりN数の違いがある。 

◆趣味目的の 
 習い事にかけられる金額 
 （１カ月あたり 単位：円）  

◆仕事や資格取得の目的で 
 かけられる金額 
 （目標達成までの総額 単位：円）  

※有効回答者 実額回答 

※有効回答者 実額回答 

女性 回答数（人） 男性　回答数（人）

20-34歳 35-49歳 50-69歳 20-34歳 35-49歳 50-69歳

気軽に始められる金額 514 516 516 502 509 504

始めるかどうかしっかり考えて決める金額 513 518 517 500 507 502



男 性 
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「社会人の学び直し」支援策の認知度 

「放送大学」「教育訓練給付金」といった実績のある機関・制度の認知度は高いが、 
近年社会人の学び直し支援を目的に創設された制度については 
学習実施者にとってもまだまだ知られておらず、 
今後の周知徹底によって学び事・習い事の実施率を高める余地が大きい。 

男 女 

(N=3,107) 
単位：％ 

◆「社会人の学び直し」支援策の認知度 


